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■新技術の概要

本技術は、疑似写真生成方法、写真復元方法、復元鍵情報の分散管理方法などから構成
される。クレジットカードの持ち主の写真を変形してからカードに記載することによって、第三者に
よるカードの不正使用を抑制することが本技術の狙いである。

■従来技術・競合技術との比較

写真入りカードは偽造、類似人物による不正使用は避けられない。
写真を暗号化してカードに記載することもできるが、攻撃技術の進歩が懸念される。暗号化され
ていること自体が分からない本技術はより安全性の高いカードを提供できる。

■新技術の特徴

・写真ではなく、それが再生できる疑似写真をカードに記載する。
・写真を復元するための鍵を、サーバ、端末、カードに分散的に管理し、元の写真が固く守られる。
・写真を復元するための鍵は、端末依存であり、これは不正使用の特定と回避に有効である。

■想定される用途

・クレジットカードホルダの認証
・電子マネー、お財布ケータイなどのユーザ認証
・運転免許、住居カードなど各種身分証明カードのホルダ認証
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